
特にありません

〔履修要件〕

〔成績評価の方法・基準〕

講義単位数 4

題　　　目 先住民族と資源をめぐる領域編成

配当学年

オフィス・アワー：水曜日12時～12時30分、木曜日11時30分～12時30
分

基本的には、授業における平常点（60%）を尊重します。適宜課すか
もしれないレポートや発表報告（40%）も考慮する。

〔教科書〕

特になし。適宜教材をコピーして配布します。

〔参考書等〕

〔その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等）〕

〔授業計画と内容〕

〔授業の概要・目的〕

Geography(Special Lectures)

地理学特殊講義授業科目名
〈英訳〉

通年 曜時限 木１ 授業形態開講期

客員教授　小林　致広

科目コード

担当者氏名

nous
タイプライターテキスト
文化・自然資源（遺産）の保全・保護・再生という動きは、1980年代以降、「持続可能な発展」という名目のもと世界各地で展開している。授業では中南米諸国の先住民運動の中で提起されている「善き生き方」モデルと独自の領域編成の多様なあり方について考察する。

nous
タイプライターテキスト

nous
タイプライターテキスト

nous
タイプライターテキスト
おもに取り上げるのはメソアメリカの事例で、以下のテーマについて4～５回程度取り上げる予定です。
（１）中南米の環境資本主義のもとでの開発計画と自然保護運動
　　　　プエブラ・パナマ計画、メソアメリカ生物回廊計画
（２）伝統文化遺産の活用と発明
　　　　リビエラ・マヤ・リゾート開発、世界遺産とクンブレ・タヒン
（３）先住民族による代替的開発計画の試み
　　　　密林地域における農林複合経営、有機コーヒー栽培、エコツーリズム
（４）先住民族による領域編成と自治地区創設運動
　　　　メキシコにおける多様な自治地区創設運動

nous
タイプライターテキスト
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